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1. 特長 

1.1 特長 
 

• USB 仕様バージョン 1.0 準拠 

• 個別ローカルバスプロセッサとUSB バスとの連結 

• USB デバイス帯域幅－最高12Mb/sec 

• USB バルク(Bulk)転送、アイソクロナス(Isochronous) 転送、インタラプト転送とコントロー

ル転送 

• 送信・受信用それぞれ64 バイトのFIFOを用いてスループットを向上 

• ローカルCPUまたはDMA によるデータ転送の保守機能 

• 3.3 V電源動作 

 

1.2 概要 
 
このUSB ファンクションコントローラ(USBFC)により、一般的なローカルバスと USB 間のバルク

転送または アイソクロナスデータ転送が可能になります。すなわち、USBFC は、ホストコンピュ

ータとデジタルカメラまたはスキャナーなどのインテリジェント周辺機器との接続を可能にする

ものです。 

 

USBFC の構成としては大きく分けて 3 つあり、それは USB バスインタフェース、２つの64 バイ

ト FIFO そしてローカルバスインタフェースです。 

 

USBインタフェースの機能としては次の通りです。 

• ホストとデバイス間の通信 

• バルク(Bulk) またはアイソクロナス(Isochronous) のエンドポイントを通してFIFOへアクセ

ス 

• インタラプトエンドポイントを通してローカルからUSB メールボックスへアクセス 

• バルクエンドポイントを通してUSB からローカルメールボックスへアクセス 

 

ローカルバスインタフェース機能としては次の通りです。 

• FIFO コントロール 

• ローカル CPU インタフェース 

• ローカル DMA コントローラインタフェース 

• 割り込み 
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1.3USBFC ブロック図 

USB Serial
Interface Engine
and Controller

 D+

 D-

USB PORTLocal Bus
Controller

D[7:0]

A[4:0]

CS_

IOR_

IOW_

DRQ

DACK_

EOT_

IRQ

RESET_

Configuration, Control,
and Status
Endpoint_0

8-Byte Mailbox
Bulk Endpoint_1

8-Byte Mailbox
Interrupt Endpoint_2

64 Byte Rcv FIFO
Bulk & Isochronous

Endpoint_3

64 Byte Xmt FIFO
Bulk & Isochronous

Endpoint_4

 
 

1.4 USBFC システムブロック例 

USB ポート

スキャナー / カメラ

コントローラ
メモリ マイクロプロセッサ

DMA コントローラ

(オプション)
ＵＳＢＦＣ

データバス

 
 

EPSON 
 

5



ユーザーズマニュアル USB ファンクション コントローラ 

2. 端子説明 
 

2.1 端子図 
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2.2 信号説明 
 

NOTE: USBFCがサスペンド状態にあるときは、入力信号はHまたはLにドライブするようにしてくだ

さい。  信号名の最後にアンダースコア(_)のあるものは負論理です。 
 
Signal Name Type Description 

CLK48_EARLY Input 48 MHz オシレータ入力 

RESET_ Input リセット 外部リセット。ローカルリセットまたはパワーオ

ンリセットに接続します。オシレータ停止時（初期電源投入

またはサスペンド状態）にリセットするためには、1 ms以上ア

サートします。オシレータ発振時は48Mhzクロックの5周期間

以上アサートしてください。 

ROOT_DATAIN_P, 
ROOT_DATAIN_M 

Input USB データ入力 USBデータポートの差動データ入力信号(DP 
& DM)です。 

SIE_XRXD Input USB データ差動受信器 USBデータポートの差動信号を差動

受信器で受信して抽出した論理信号の入力。 
DP > DM : 1,  DP < DM : 0 

ROOT_DATAOUT_P, 
ROOT_DATAOUT_M 

Output USB データ出力 USBデータポートの差動データ出力信号(DP 
& DM)です。 

ROOT_DATA_OE_ Output USB ポート出力イネーブル USBFCがUSBデータ出力信号

(ROOT_DATAOUT_P & ROOT_DATAOUT_M)をドライブす

るときTRUEになります。 

LDIN[7:0] Input データ入力  LDIN7 がMSBです。 

LDOUT[7:0] Output データ出力  LDOUT7 がMSBです。 

LDOUT_OE_ Output データ出力イネーブル  USBFCがデータ出力信号(LDOUT)
をドライブするときTRUEになります。 

LA[4:0] Input アドレスバス USBFCのレジスタを選択するのに使います。

CS_ Input チップセレクト ローカルバス上のデバイスがUSBFCのレジ

スタにアクセスするために使います。 DACK_がアサートされ

ているときには無視されます。 

IOR_ Input I/O リード IOR_はCS_、LA[4:0]とともに用いられ、USBFC
のレジスタあるいはFIFOからローカルバスにデータを読み出

します。また、DACK_がアサートされている場合、DMA転送

によるFIFOからの読み出しに使います。 

IOW_ Input I/O ライト  IOW_はCS_、LA[4:0]とともに用いられ、USBFC
のレジスタあるいはFIFOにローカルバスからデータを書き込

みます。また、DACK_がアサートされている場合、DMA転送

にるFIFOへの書き込みに使います。 

DRQ Output DMA リクエスト FIFOに対する１バイトの書き込み／読み出

しをおこなうことを外付けDMAコントローラにリクエストし

ます。データ転送中、DACK_がアサートされるまでDRQは１

を出力します。 
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DACK_ Input DMA アクノリッジ DRQに対してDMAコントローラから出力

されるDACK_をもちいてDMA転送がおこなわれます。IOR_
とIOW_によってDMA転送の方向が決まります。 

EOT_ Input DMA 転送終了 外付けDMAコントローラから出力される

EOT_は、DMA転送を終了させるために使用されます。もし、

DMA転送中にEOT_がアサートされると、現在転送中のバイト

は転送されますが、以降の転送はおこなわれません。EOT_信
号によっては割り込みを発生するようにプログラムすること

ができます。 

INT_ Output 割り込み要求 ローカルバス上のCPUに割り込みをかけます。

この割り込みを発生させることのできる要因は複数ありま

す。詳細は「レジスタの説明」の章を参照してください。 

DEVCFG_ Output Device Configured. USBFCがUSBホストによってコンフィ

ギュアされると、「真」になります。 

SUSP_ Output デバイス サスペンデッド USBFCがサスペンド状態になる

と「真」になります。 

OSC_RUN Output オシレータ発振 １の時は CLOCK48_EARLYにクロックを

入力し、０の時は入力を停止します。48Mhzのクロックを

USBFC以外が使用しない場合には発信器のイネーブルに接続

することも可です。 

LCLK_OUT Output ローカルクロック出力  CLOCK48_EARLYにバッファを介

した出力です。USBFCがサスペンド状態の時はドライブされ

ません。 

LRESET_ Output ローカル リセット RESET_がアサートされるか、もしくは

USBポートリセットがおこなわれると、この負論理出力が「真」

なります。 

ISO_ Input アイソクロナス モード セレクト エンドポイント３および

４をアイソクロナス転送に設定するときアサート（真）しま

す。バルク転送の場合はネゲート（偽）します。 

WAKEUP_ Input ウェークアップ これをアサートするとリモート ウェーク

アップをおこないます。 

BUSPWR_ Input バス パワード この負論理入力は、デバイスがUSBバスによ

って電源の供給を受けることを示します。この入力が１の場

合、デバイスは自己電源です。 

PWRGOOD_ Input パワー グッド 自己電源の電源供給が問題なくされている

とき、この負論理入力をアサートします。 

TEST Input テスト 通常動作ではグランドに接続してください。 
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3. 機能説明 

3.1 USB インタフェース 

USBFC は、USB ファンクションデバイスであり、そのためUSB ホストのスレーブになっています。 

USB ホストとUSBFCポート間相互のUSBデータ転送は必ずUSBホストによって開始されます。USBFC

には5 個のUSB エンドポイントがあります。 

 

• エンドポイント0  このコントロールエンドポイントは、デバイスを初期化するのに使用され 

ます。そして、USBコンフィグレーション、制御、およびステータスレジス

タにアクセスします。 

• エンドポイント 1 このエンドポイントは、USBホストからUSBFC 受信メールボックスへのバ 

ルク転送をサポートします。 

• エンドポイント 2 このエンドポイントは、USBFC 送信メールボックスから USB ホストへの 

インタラプト送信をサポートします。 

• エンドポイント 3 このエンドポイントは、USB ホストからUSBFC受信FIFO へのバルクまた 

 はアイソクロナスデータ転送をサポートします。 

• エンドポイント 4 このエンドポイントは、USBFC 送信FIFOから USB ホストへのバルクまた 
はアイソクロナスデータの転送をサポートします。 

 

3.2 ローカルバス 
バルクまたはアイソクロナスデータは、送信用・受信用それぞれ64 バイトのFIFOを通してローカルバスと 

USB バス間を転送されます。ローカルバス上の CPU は USBFC 内の 1対のFIFOを通して USB バス

にデータを送受信させます。1対の8-バイトメールボックスレジスタは、ローカルとホストの CPU 間のメッセ

ージ交換に使用します。受信メールボックスは、バルクデータのエンドポイントです。また送信メールボック

スはインタラプトエンドポイントです。 

3.2.1 CPU制御によるUSBからローカルバスへの転送 

ホストからデバイスへのの転送では、ローカルとホストの CPU はまず1 ブロックのデータをホス

トのメモリからローカルメモリへ送信するための準備をします。USB ホストは、USB バスを通し

てUSBFC 内の受信 FIFO へバルクまたはアイソクロナスデータの送信を実行します。 

 

FIFO がバルク転送中にフルになると、USB NAKをホストへ返しUSBFC がデータを受け入れられな

いということを伝えます。この場合、FIFO 内にあるパケットデータまたはCPU ですでに読み出さ

れたパケットデータは、廃棄してください。 

 

ローカルCPU がこのエンドポイントをストールすると、USBFC は FIFO 内に全くデータを格納せ

ず、STALLで応答します。 

 

ローカル CPU は、USB ホストとの転送のセッティングを行った後、直ちに有効な FIFO データの

ポーリングを開始するか、またはパケット終了割り込みを待ちます。FIFO がUSB サイドから書き

込まれます。一方、ローカル CPU は、いつデータを取り出すことができるかを調べるため、FIFO 

ステータスレジスタにポーリングを行います。もしくは、パケット終了割り込みを待ち、一度に

全体のパケットを読み出します。 

 

パケットが終了したら、ローカル CPU に対して割り込みを発生することができます。ローカル CPU 

は、パケットが ACK, NAK または STALL で検知されたかどうかをステータスレジスタで読み出す

ことができます。もし、アックビットがひとつも1になっていない場合、タイムアウトが発生して
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いたことになります。バルク転送完了時の NAK またはタイムアウト状態に対して、USB ホストは

再度OUT トークンを送ります。そして、USBFC は同じパケットを再び受信することになります。 

3.2.2 CPU制御によるローカルバスからUSBへの転送 

デバイスからホストへの転送では、ローカル CPU は、まずデータブロックをローカルメモリから

送信FIFO に書き込む準備をします。ローカル CPU は、USBFC にデータを書き込んでいる間、送

信 FIFO カウントレジスタをモニターし、FIFO の中に空きがあるかどうか常に把握している必要

があります。 

 

データブロックが送信FIFO にロードされた後、ローカルとホストの CPU は、データブロックを

送信 FIFO からホストのメモリへ転送する準備をします。USB ホストは、IN トークンを USBFC へ

送信し、USB バルクまたはアイソクロナス転送による送信FOFOからのデータ読み出しを開始しま

す。 ローカルCPU がUSB バスに合わせて十分に速いレートでデータを供給することができる場合、 

CPU の書き込みおよびUSB の読み出し動作は、同時におこなうことができます。 

 

送信 FIFO がエンプティになった時、USBFC は、EOP (End of packet)でパケットを終了させ、も

うデータがないことを知らせます。End of packetが発生すると、ローカル CPU に割り込みが入

ります。ローカル CPU は、ステータスポートを読み出すことによって、パケットがホストからの

ACK 信号で認識されたかどうか、またはUSBFC が NAK または STALL 信号で IN トークンに応答

したかどうかを検出します。アックビットが1 つも1になっていない場合、タイムアウトが発生し

ていたことになります。バルク転送の完了時のNAK 信号またはタイムアウト状態に対して、USB ホ

ストは、再度 IN トークンを送信します。そして、USBFC は、同じパケットを再び送信すること

になります。 

 

3.2.3 DMA制御によるUSBからローカルバスへの転送 

ローカルバス上でダイレクトメモリアクセス (DMA) コントローラを使用して、データをUSBFC に

送受信することもできます。ホストからデバイスへの転送では、ローカルとホストの CPU はまず

データブロックをホストメモリからローカルメモリへ転送する準備をします。ローカルCPU は DMA 

コントローラを デマンドモード転送にプログラムします。このモードでは、USBFC が転送を要求

したときのみ転送が実行されます。USBFC の受信FIFOからのデータを読み出しと、データのロー

カルメモリへの書き込みは同一のバストランザクションでおこなわれます。。 DMA アドレスカウ

ンタは、ローカルメモリ中の目的のメモリブロックを指定するようにプログラムします。また、

バイトカウントに、転送されるブロックのバイト数をプログラムします。 

 

DMA コントローラをプログラムした後で、 USBFCのDMAリクエストイネーブルビットを1にします。

USB ホストは、USB バルク転送またはアイソクロナス転送をおこない、USB バスを通して USBFC 内

の受信 FIFO へ送信が実行されます。もし、FIFO がバルクデータの転送中にフルになると、 USBFC 

は、USB NAKをホストへ返しデータを受け入れられないということを伝えます。この場合、FIFO 内

にあるパケットデータまたはCPU ですでに読み出されたパケットデータは、廃棄してください。 

 

ローカル CPU がこのエンドポイントをストールした場合、USBFC は、FIFO にはデータを格納せ

ず、STALLで応答します。 

 

FIFO中にデータがある限り、 USBFC はDRQ をアサートしローカルDMA転送を要求します。そして、

DMA コントローラは、ローカル CPUに対してローカルバスの使用権を要求します。DMA コントロ

ーラはバスの使用権を得ると、有効メモリアドレスを出力し、 DACK_, IOR_ そしてMEMW_ をアサ

ートします。これによって、1 バイトのデータがUSBFC 受信 FIFO からメモリへ転送されます。

この処理は、DMA バイトカウントが0になるまで続きます。 DMA が終了した時にローカルバスの

割り込みが発生するようにプログラムすることができます。 
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EOP (end of packet) になった時にローカル CPU に対して割り込みを発生することができます。

ローカル CPU は、パケットが ACK, NAK または STALL で検知されたかどうかをステータスレジ

スタで読み出すことができます。もし、アックビットがひとつも1になっていない場合、タイムア

ウトが発生していたことになります。バルク転送完了時の NAK またはタイムアウト状態に対して、

USB ホストは再度OUT トークンを送ります。そして、USBFC は同じパケットを再び受信すること

になります。 
 
予定より早い EOP (end of packet) は、DMA カウントが 0 でないことによりローカルCPU によ

って検出することができます。この場合ローカルとホストCPUが、どのように処理を進めるかを決

定します。 

3.2.4 DMA制御によるローカルバスからUSBへの転送 

デバイスからホストへの転送では、ローカル CPU は、まずデータブロックをローカルメモリから

送信FIFO に書き込む準備をします。ローカルCPU は DMA コントローラをデマンドモード転送に

プログラムします。このモードでは、USBFC が転送を要求したときのみ転送が実行されます。ロ

ーカルメモリからのデータの読み出しと、 USBFCの送信FIFOへのデータの書き込みは同一のバス

トランザクションでおこなわれます。 DMA アドレスカウンタは、ローカルメモリ中の目的のメモ

リブロックを指定するようにプログラムします。また、バイトカウントに、転送されるブロック

のバイト数をプログラムします。DMA コントローラがプログラムされた後、USBFCのDMAリクエス

トイネーブルビットを1にします。FIFO に空きスペースがありまたバイトカウントが0 にならな

い限り、USBFC は DRQ をアサートし DMA 転送を要求します。そして、DMA コントローラは、ロ

ーカルCPUに対してローカルバスの使用権をを要求します。DMA コントローラは、ローカルバスの

使用権を得ると、有効メモリアドレスを出力し、DACK_, MEMR_ そして IOW_をアサートします。

これによって、1 バイトのデータがメモリからUSBFC送信 FIFO へ転送されます。 

 

DMA転送の開始後、ローカル CPU は USB ホストにバルクのデータの読み出しを開始するように、

エンドポイント 2 を使用して信号を送ることができます。アイソクロナス転送の場合パケット送

信はあらかじめ定められたインターバルで起こるので、USBFCから信号を送る必要はありません。

USB ホストは、IN トークンを USBFC へ送信し、送信 FIFOからUSB バルクまたはアイソクロナス

データ転送を開始させます。DMA 転送は、DMA バイトカウントが 0 になるまで続きます。DMA 転

送が終了した時にローカル CPU に対する割り込みを発生させることができます。 

 

送信 FIFO が空になると、USBFC は、 EOP (end of packet) でパケットを終了させ、データがも

う無いということを伝えます。パケットが終了したら、ローカル CPU に対して割り込みを発生す

ることができます。ローカル CPU は、ステータスポートを読み出すことによって、パケットがホ

ストからのACK 信号で認識されたかどうか、またはUSBFC が NAK または STALL 信号で IN トー

クンに応答したかどうかを検出するします。アックビットが1 つも1になっていない場合、タイム

アウトが発生していたことになります。バルク転送の完了時のNAK 信号またはタイムアウト状態

に対して、USB ホストは、再度 IN トークンを送信します。そして、USBFC は、同じパケットを

再び送信することになります。 

 

3.2.5 DMA 転送の終了 

EOT_ 信号はDMA 転送を停止するのに使用され、通常外部の DMA コントローラが出力します。DACK_

およびIOR_または IOW_が同時にアサートされている状態で、EOT_をアサートします。これにより

DMAコントローラはDMAが終了したことをUSBFCに知らせます。EOT_はDMAが終了したことを表しま

すが、その後もUSB転送は転送中のバイトがFIFOからUSBバスに送信されるまで続きます。EOT_は

USBFCのDMAリクエストイネーブルビットをリセットします。 

 

EOT_ 信号がDMA コントローラより供給されない場合でも、USBFCのDMAリクエストイネーブルビッ

トをリセットすることによって、DMA 転送はいつでも停止することができます。 USBFCのDMAリク
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エストイネーブルビットがDMAサイクルの途中でクリアされた場合、そのサイクルが完了した後に

DMAリクエストが終了します。 
 
 

3.2.6 USB エンドポイント 1 ：受信メールボックス 
エンドポイント 1 は、USB ホストから受信メールボックスへのバルク転送に使用されます。受信

メールボックスは8個のレジスタで構成されており、ローカル CPU によって読み出されます。メ

ールボックスへ書かれるデータのフォーマットはユーザが定義します。8-バイトのパケットの転

送は以下のようにおこなわれます。ホストがまずエンドポイント1 受信メールボックスレジスタ

へUSB 8-バイトバルク転送を実行します。USBFC側では、受信メールボックス有効ビット(レジス

タIRQSTAT1の第1ビット)が1になります。このビットは、ローカルバス割り込みを発生できるよう

に設定することができます。 受信メールボックス有効ビットが1のときにUSB ホストがメールボ

ックスレジスタに書き込もうとすると、NAKが応答します。ローカル CPU が割り込みを受信した

時、8-バイトを読み出し、受信メールボックス有効ビットをクリアします。そうするとUSB ホス

トは別の8-バイトパケットをこのエンドポイントに送信することがでます。受信メールボックス

にアクセスするためにインデックスポインタを使用します。インデックスポインタは、ローカル 

CPU によって初期化され、ローカル CPU が受信メールボックスデータレジスタを読み出した後、

自動的にインクリメントされます。 

 

3.2.7  USB エンドポイント 2 ：送信メールボックス 

エンドポイント 2 は、送信メールボックスからUSBホストへのインタラプト転送に使用されます。

送信メールボックスは8個のレジスタで構成されており、ローカル CPUによってデータを書き込ま

れます。8-バイトのパケットの転送は以下のようにおこなわれます。ローカル CPU が送信メール

ボックスレジスタにデータを書き込み、送信メールボックス有効ビットを1にします。ホストは、

エンドポイント2 送信メールボックスレジスタからの8バイトのUSBインタラプト転送を実行しま

す。USBインタラプト転送が完了すると、送信メールボックス有効ビットがクリアされます。CPU

から送信メールボックスレジスタへの書き込みは、送信メールボックス有効ビットが0の時のみに

おこなわれるようにします。こうすることで、前回のインタラプト転送が完了する前に送信メー

ルボックスレジスタの値が変わってしまうことがないようにします。送信メールボックス有効ビ

ットが１でない時、 USB ホストがエンドポイント 2 を読み出そうとすると、NAK が返されます。

送信メールボックスにアクセスするためにインデックスポインタを使用します。インデックスポ

インタは、ローカル CPU によって初期化され、ローカル CPU が送信メールボックスデータレジ

スタを読み出した後あるいは送信メールボックスデータレジスタに書き込んだ後、自動的にイン

クリメントされます。 
 

3.3 サスペンドモード 
USBバスが3ミリ秒間以上の非アクテブ状態になると、デバイスは低電力サスペンド状態に入らな

ければならないことがUSB 仕様によって定められています。その状態の時には、デバイスは500 μ

A 以上の電流を消費することはできません。これを実現するために、USBFC にはサスペンドリク

エスト割り込みの機能があります。また、USB ステータスレジスタにはサスペンドビットがあり

ます。加えて、USBFCはリモートウェークアップの機能を備えており、ローカルCPUによって、USB

のサスペンドを終了させるリクエストを送信することができます。 

3.3.1 サスペンドシーケンス 
サスペンドに入る場合、通常の動作の流れは次の通りです。 USBFCのデバイス初期設定時に、サ

スペンドリクエスト時にUSBFCが割り込みを発生するように、ローカルCPU がIRQENB1 レジスタを

設定します。USB が3 ミリ秒間アイドル状態になると、USBFC はサスペンドリクエスト割り込み

を発生します。 
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ローカル CPU は、この割り込みを受付け、IRQSTAT1 レジスタ中の対応するビットをクリアしま

す。そして、必要なタスクを実行し、USB電源バスから500 μA 以上の電流が消費されないように

します。準備が整ったら、ローカルCPUはUSBステータスレジスタの7 ビット(USBSTAT)に1を書き

込み、サスペンドを開始します。 

 

サスペンドモードでは、OSC_RUN がロー(Low)になりますので、USBFC への48Mhzクロックの供給

を停止します。デバイスがサスペンド状態にある間は、SUSP_ 出力端子は、ロー(Low)になります。

USBFCがサスペンド状態にあるときは、入力信号はHまたはLにドライブされている必要がありま

す。USBFC は、USB バス上でトラフィックを検出するか、ローカルCPU からのデバイスリモート

ウェークアップによってサスペンドモードから開放されます。 

3.3.2 デバイスリモートウェークアップ 
ローカル CPU は、WAKEUP_ 入力端子をローにすることによってデバイスリモートウェークアップ

の信号を送ります。USBFC は10ミリ秒間のウェークアップ信号をUSBホストに送信すると同時に、

OSC_RUNをドライブしクロック入力を再びスタートさせます。 WAKEUP_がアサートされて2ミリ秒

後にSUSP_がハイになり、 USBFCがウェークアップを完了させたことを示します。 
 

3.3.3 ホスト側からのウェークアップ 
ホストはUSB上でノンアイドル状態にすることによって、USBFCをウェークアップさせることがで

きます。USBFCは、ホストのウェークアップ要求を検出し、 OSC_RUNをドライブしクロック入力を

再びスタートさせます。2ミリ秒後、 SUSP_がハイになり、 USBFCがウェークアップを完了させた

ことを示します。 
 
 

3.4 USBFC 電源について 
 
USB 仕様では、バス電源と自己電源デバイスが定義されています。バス電源デバイスは、上流の USB 

コネクターから電力の供給を受ける周辺機器です。一方、自己電力デバイスは、外部の電源によ

って電力の供給を受けます。USBFC は、どちらのタイプにも対応しています。 

 

デバイスの電力消費を十分に考慮して、バス電源か自己電源か、どちらのデバイスにするかを判

断します。USB 仕様は、最大電流を次のように定めています。 

 

• ホストでコンフィグレーションされていない機器 (USBFCがコンフィグレーションされたか

どうかは、DEVCFG_ 出力端子によって知ることができます)は、USB 電源ラインから100mA の

みの供給を受けることができます。 

• デバイスは、USB コネクタの電源端子から最大500 mAの供給を受けることができます。 

• サスペンドモードにおいては、周辺機器はUSB コネクタの電源端子から最大500 μAのみの供

給を受けることができます。 

外部電源供給を行うことなく、上記のような電源供給の制限を満たすことができれば、その周辺

機器はバス電源デバイスとして実現することができます。それ以外の場合は、自己電源デバイス

として設計をおこなうことになります。 
 

自己電源デバイスの場合、USBポートから切り離されたときにUSBFCを低パワーサスペンドモード

に強制的に入らせて、電力消費を押さえることができます。USBSTAT レジスタのビット7 を１に

するとUSBFC を低電源サスペンドモードへ入らせます。デバイスががUSB に再接続されると、USBFC 

は、自動的にウェークアップします。デバイスがUSBポートから切断されていない場合には、強制

的にサスペンドモードに入らせないようにしてください。 
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4. ローカルレジスタ 

4.1 レジスタ説明 
USBFC は、32 ビットローカルレジスタ領域を持ち、ローカルバス上でCPU よりアクセスすること

ができます。エンドポイント1 受信メールボックスレジスタは、USB ホストによって書き込まれ、

エンドポイント2 送信メールボックスレジスタは、USB ホストによって読み出されます。USBFC が

起動またはリセットされた後、レジスタには、それぞれのデフォルト値が設定されます。 

 

使用されていないレジスタへの書き込みは無視されます。使用されていないレジスタからの読み

出しは、0 を返します。 
 
注意: DMA コントロールレジスタ中のUSBENBビットに1を書き込むまでは、 USB デバイスデスク

リプタとコンフィグレーションデスクリプタは、 USB ホストで読み出すことはできません。従っ

て、Device enumeration処理を完了することはできず、そのためデバイスはUSB 上で認識されま

せん。 
 
 

EPSON 
 

14



ユーザーズマニュアル USB ファンクション コントローラ 

 

4.2 レジスタ一覧 
 

アドレス 
 

レジスタ名 レジスタ説明 USB 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

0  DCTL DMAコントロール  
1 IRQENB1 割り込みイネーブル 1  
2 IRQSTAT1 割り込みステータス1  
3 IRQENB2 割り込みイネーブル 2  
4 IRQSTAT2 割り込みステータス 2  

5-7  リザーブ  
8 EP1IDX エンドポイント 1 インデックスレジスタ  
9 EP1DATA エンドポイント 1 受信メールボックスデ

ータポート (USB からローカルへ) 

1 

A-B  リザーブ  
C EP2IDX エンドポイント 2 インデックスレジスタ  
D EP2DATA エンドポイント 2 送信メールボックスデ

ータポート (ローカルからUSB へ) 

2 

E EP2POLL エンドポイント 2 インタラプトポーリン

グインターバル 

 

F  リザーブ  
10 EP3DATA エンドポイント 3 受信 FIFO データ 3 
11 EP3COUNT エンドポイント 3 受信 FIFO カウント  
12 EP3STAT エンドポイント 3 受信 FIFO ステータス  
13 EP3PKSZ エンドポイント 3 最大パケットサイズ  
14 EP4DATA エンドポイント 4 送信 FIFO データ 4 
15 EP4COUNT エンドポイント 4 送信 FIFO カウント  
16 EP4STAT エンドポイント 4 送信 FIFO ステータス  
17 EP4PKSZ エンドポイント 4 最大パケットサイズ  
18 REVISION USBFCレビジョン  
19 USBSTAT USB ステータス  
1A FRAMEMSB フレームカウンタ MSB  
1B FRAMELSB フレームカウンタ LSB  
1C EXTIDX 拡張レジスタインデックス  
1D EXTDATA 拡張レジスタデータ  

1E-1F  リザーブ  
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4.3 (アドレス00h; DCTL) DMA コントロールレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト

デフォル

ト値 
7 リザーブ   Yes No 0 
6 ソフトウエアEOT  このビットは、送信 FIFO がエンプティの時、エンドポイ

ント4 に対するINリクエストへの応答を決定します。このビットが1の場合、

または EOT_ 入力がアサートされている場合、FIFO がエンプティであれば、

USBFCは、ACK と長さ0のパケットでエンドポイント 4 に対するINリクエスト

に応答します。もし、このビットが0であり、かつ EOT_ 入力がアサートされ

ていない場合、FIFO がエンプティであれば、 USBFC は、エンドポイント 4 に

対するINリクエストに応答してNACKを返し、さらにデータを送信しようとして

いることをホストに伝えます。このビットは、データ値 0 を書き込むことに

よってクリアされます。FIFO がエンプティでUSBFC が長さ0のパケットでホス

トに応答するとこのビットは自動的にクリアされます。 

Yes Yes 0 

5 USB イネーブル  このビットが0である限りは、デバイスデスクリプタおよび

コンフィグレーションデスクリプタをホストがリクエストしても、NAKが返さ

れます。これを利用して、ホストがデスクリプタを読み出す前に、ローカル CPU 

がインタラプトポーリングレジスタ、最大バケットサイズレジスタ、そして他

のコンフィグレーションレジスタ (プロダクト ID とベンダー ID等)を設定す

る時間を確保することができます。 

Yes Yes 0 

4 エンドポイント 4 ストール このビットが設定されると、ホストが送信FIFOの

バルクリードをおこなったとき、USBFC はSTALL をホストに返します。データ

はUSB ホストに送信されません。 

Yes Yes 0 

3 エンドポイント 3 ストール  このビットが設定されると、ホストが受信FIFO

へのバルクライトをおこなったとき、USBFC はSTALL をホストに返します。デ

ータは、廃棄されます。 

Yes Yes 0 

2 DMA リクエスト  このステータスビットは、DRQ 出力端子の状況を示します。

ローカル CPU はこのビットを見てDMA転送の状況をモニターできます。 
Yes No 0 

1 DMA リクエストイネーブル このビットに 1 を書き込むと、USBFCはローカル

バス上の DMA コントローラに対してDMA サイクルの要求を開始します。 EOT_ 

入力がアサートされると、このビットは自動的にリセットされます。ローカル

バス上の CPU はこのビットをリセットしてDMA 転送を終らせることができま

す。また、このビットを読み出すことでDMA転送が進行中であるかどうかを知

ることができます。 

Yes Yes 0 

0 DMA 方向   このビットは、DMA 転送時のデータフローの方向を決定します。1 

= ローカルバスから USB へ;  0 = USB からローカルバスへ 
 Yes Yes 0 
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4.4  (アドレス01h; IRQENB1) 割り込みイネーブルレジスタ 1 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7 サスペンドリクエスト割り込みイネーブル このビットが1の場合、USB ホス

トがUSBFC にサスペンドモードに入ることを要求した時、ローカル割り込み

信号が発生します。 

Yes Yes 0 

6 SOF 割り込みイネーブル このビットが 1の場合、USBFCがstart-of-frameパ

ケットを受信した時、ローカル割り込みが発生します。 
Yes Yes 0 

5 EOT 割り込み許可 このビットが1の場合、USBFCが DMA コントローラからのEOT_ 

信号を受信した時、ローカル割り込みが発生します。 
Yes Yes 0 

4 エンドポイント 4 割り込みイネーブル このビットが 1の場合、 USBFC によっ

てエンドポイント 4 からデータパケットが送信された時、ローカル割り込みが発生

します。 

 Yes  Yes 0 

3 エンドポイント 3 割り込みイネーブル  このビットが1の場合、 USBFC によ

ってエンドポイント 3 にデータパケットが受信された時、ローカル割り込み

が発生します。 

 Yes  Yes 0 

2 エンドポイント 2 割り込みイネーブル  このビットが1の場合、USB エンド

ポイント 2 受信メールボックスレジスタがUSB ホストにより読み出された

時、ローカル割り込みが発生します。 

 Yes  Yes 0 

1 エンドポイント 1 割り込みイネーブル  このビットが1の場合、USB エンド

ポイント 1 送信メールボックスレジスタがUSB ホストによって書き込まれた

時、ローカル割り込みが発生します。 

 Yes  Yes 0 

0 リザーブ Yes No 0 
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ユーザーズマニュアル USB ファンクション コントローラ 

 

4.5 (アドレス 02h; IRQSTAT1) 割り込みステータスレジスタ 1 

注意: これらのステータスビットは、対応する割り込みイネーブルビットとは関係なく変化しま

す。これらのビットに 0 を書き込んでも影響はありません。 
 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7 サスペンドリクエスト割り込みステータス ホストからのサスペンド要求が 

USBFC によって受信された時、このビットが1になります。このステータスビ

ットは、1 を書き込むことによってクリアされます。 

Yes Yes/CLR 0 

6 SOF 割り込みステータス start-of-frameパケットが USBFC によって受信さ

れた時、このビットが1になります。このステータスビットは、1 を書き込む

ことによってクリアされます。 

Yes Yes/CLR 0 

5 EOT 割り込みステータス EOT_ 入力が DACK_およびIOR_ またはIOW_と同時に

アサートされた時、このビットが1になり、DMA 転送の完了を表します。この

ステータスビットは、1 を書き込むことによってクリアされます。 

Yes Yes/CLR 0 

4 エンドポイント4 割り込みステータス  USB エンドポイント 4 からデータバ

ケットが USBFC によって送信された時、このビットが1になります。このス

テータスビットは、1 を書き込むことによってクリアされます。 

 Yes Yes/CLR 0 

3 エンドポイント3 割り込みステータス(受信FIFO有効) USBFC によってエンド

ポイント 3 にデータパケットが受信された時、このビットが1になります。

このステータスビットは、1 を書き込むことによってクリアされます。 

 Yes Yes/CLR 0 

2 エンドポイント2 割り込みステータス  USB エンドポイント 2 メールボック

スレジスタが USB ホストによって読み出された時、このビットが1になりま

す。このステータスビットは、1 を書き込むことによってクリアされます。 

 Yes Yes/CLR 0 

1 エンドポイント1 割り込みステータス (受信メールボックス有効)  USB エン

ドポイント 1 メールボックスレジスタが USB ホストで書き込まれた時、こ

のビットが1になります。このステータスビットは、1 を書き込むことによっ

てクリアされます。 

 Yes Yes/CLR 0 

0 上位割り込みアクティブ IRQSTAT2 レジスタのうち少なくとも1 つの割り込

みステータスビットが1になっていることを示します。 
Yes No 0 

 

4.6 (アドレス 03h; IRQENB2) 割り込み許可レジスタ 2 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:2 リザーブ  Yes  No 0 
1 送信 FIFO オールモストエンプティ割り込みイネーブル  このビットが1の場

合、送信 FIFO オールモストエンプティステータスビットが1になった時、ロ

ーカル割り込みが発生します。 

 Yes  Yes 0 

0 受信 FIFO オールモストフル割り込みイネーブルこのビットが1の場合、受信 
FIFO オールモストフルステータスビットが1になった時、ローカル割り込み

が発生します。 

Yes Yes 0 
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ユーザーズマニュアル USB ファンクション コントローラ 

 

4.7 (アドレス 04h; IRQSTAT2) 割り込みステータスレジスタ2 

注意: これらのステータスビットは、対応する割り込みイネーブルビットとは関係なく変化しま

す。これらのビットに 0 を書き込んでも影響はありません。 
 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:2 リザーブ  Yes No 0 
1 送信 FIFOオールモストエンプティステータス  送信FIFO中のデータのバイ

ト数が送信FIFOオールモストエンプティスレショルドと等しくなり、かつ次

のバイトがUSBバスに送信されると、このビットが1になります。このステー

タスビットは、1 を書き込むことによってクリアされます。 

Yes Yes/Clr 0 

0 受信 ＦＩＦＯ オールモストフルステータス  受信FIFO中のデータのバイト

数が受信FIFOオールモストフルスレショルドと等しくなり、かつ次のバイト

がUSBバスからFIFOへ受信されると、このビットが1になります。このステー

タスビットは、1 を書き込むことによってクリアされます。 

Yes Yes/Clr 0 

 
 

4.8 （アドレス ０８ｈ；ＥＰ１ＩＤＸ） エンドポイント １ インデックスレジスタ 
 

ビット 
 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:3 リザーブ Yes No 0 
2:0 エンドポイント １ インデックスレジスタ  エンドポイント １ 受信メール

ボックスデータポートが読み出される時、このレジスタによってどのエンド

ポイント １ 受信メールボックスレジスタがアクセスされるかが決定されま

す。このレジスタは、エンドポイント １ 受信メールボックスデータポート

が読み出された後、自動的にインクリメントされます。インデックスレジス

タは、最大数に到達すると ０ に戻ります。 

Yes Yes 0 

 

4.9 （アドレス ０９ｈ；ＥＰ１ＤＡＴＡ） エンドポイント １ 受信メールボックスデータ 
 

ビット 
 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:0 エンドポイント １ 受信メールボックスデータ  このポートは、受信メール

ボックスレジスタの １ つからデータを読み出すのに使用されます。エンド

ポイント １ インデックスレジスタで選択されたレジスタからデータが読み

出されます。８個の受信メールボックスレジスタは、エンドポイント １への

ＵＳＢ バルク転送によって書きこまれます。これによってＵＳＢホストから

ローカルＣＰＵ へメッセージを送ることができます。そのメッセージのフォ

ーマットや内容は、ユーザが任意に決めます。 

Yes USB 0 
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4.10 （アドレス ０Ｃｈ；ＥＰ２ＩＤＸ） エンドポイント ２ インデックスレジスタ 
 

ビット 
 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:3 リザーブ Yes No 0 
2:0 エンドポイント ２ インデックスレジスタ  エンドポイント ２ 送信メール

ボックスデータポートが読み出され／書き込まれる時、このレジスタによっ

てどのエンドポイント ２ 送信メールボックスレジスタがアクセスされるか

が決定されます。このレジスタは、エンドポイント １ 受信メールボックス

データポートが読み出され／書き込まれた後、自動的にインクリメントされ

ます。インデックスレジスタは、最大数に到達すると ０ に戻ります。 

Yes Yes 0 

 

4.11 （アドレス ０Ｄｈ；ＥＰ２ＤＡＴＡ） エンドポイント ２ 送信メールボックスデータ 
 

ビット 
 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:0 エンドポイント ２ 送信メールボックスデータ  このポートは、送信メール

ボックスレジスタの １ つに対するデータの読み出し／書き込みに使用され

ます。アクセスされるレジスタは、エンドポイント ２ インデックスレジス

タで選択されます。８ つの送信メールボックスレジスタは、ローカル ＣＰ

Ｕ によって書き込まれます。そして、エンドポイント ２ に対する ＵＳＢ 
インタラプト転送によって読み出されます。これによってローカルＣＰＵか

らＵＳＢホストへメッセージを送ることができます。そのメッセージのフォ

ーマットや内容は、ユーザが任意に決めます。 

Yes Yes 0 

 

4.12 （アドレス ０Ｅｈ；ＥＰ２ＰＯＬＬ） エンドポイント ２ インタラプトポーリングインターバルレジス
タ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:0 インタラプトポーリングインターバルレジスタ このレジスタは、ミリ秒単

位で、エンドポイント２インタラプトポーリングインターバルを指定します。

このインターバルは、エンドポイント２デスクリプタを通してホストから読

み出されます。 

Yes Yes 0xFF 

 

4.13  (アドレス 10h; EP3DATA) エンドポイント ３ 受信 FIFO データレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:0 エンドポイント ３ 受信ＦＩＦＯデータレジスタ： このレジスタは、ローカ

ルＣＰＵ によってＵＳＢ 受信 ＦＩＦＯ からデータを読み出すために使用

されます。ＵＳＢホストによるエンドポイント ３へのバルクまたはアイソク

ロナス転送によって、受信ＦＩＦＯは書き込まれます。 

Yes No 0 

 

4.14 (アドレス 11h; EP3COUNT) エンドポイント 3 受信 FIFO カウントレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 
7:0 受信 ＦＩＦＯ カウント：  このレジスタは、受信FIFOのデータの有効エン

トリー数を返します。値は、０（エンプティ）から ６４（フル）までです。  
Yes No 0 
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4.15 (アドレス 12h; EP3STAT) エンドポイント 3 受信 FIFO ステータスレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:5 リザーブ Yes No 0 
4 受信 ＦＩＦＯ フラッシュ：  このビットに1を書き込むと受信 ＦＩＦＯ が

フラッシュされます。このビットを読み出すと、常に ０ が返ります。 
Yes Yes/Clr 0 

3 受信 ＦＩＦＯ オーバーフロー： 受信 ＦＩＦＯ がフルの時、ＵＳＢ ホス

トがさらに受信 ＦＩＦＯ へ書き込もうとすると、このビットが1になりま

す。１ を書き込むとこのビットはクリアされます。 

Yes Yes/Clr 0 

2 受信 ＦＩＦＯ アンダーフロー： 受信 ＦＩＦＯ がエンプティの時、受信 Ｆ

ＩＦＯ を読み出そうとすると、このビットが1になります。１ を書き込むと

このビットはクリアされます。 

Yes Yes/Clr 0 

1 受信 ＦＩＦＯ フル： このビットが1のとき、受信 ＦＩＦＯ がフルである

ことを示します。 
Yes No 0 

0 受信 ＦＩＦＯ エンプティ： このビットが1のとき、受信 ＦＩＦＯ がエン

プティであることを示します。 
Yes No 1 

 

4.16 (アドレス 13h; EP3PKSZ)エンドポイント 3 最大パケットサイズレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 エンドポイント ３ 最大パケットサイズレジスタ：  このレジスタは、エン

ドポイント ３の最大パケットサイズを、８ バイト単位で（デフォルト ６４ 
バイト） 指定します。最大パケットサイズは、エンドポイント ３ デスクリ

プタを通してホストに読み出されます。 

Yes Yes 0x08 

 

4.17  (アドレス 14h; EP4DATA) エンドポイント 4 送信 FIFO データレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 送信 ＦＩＦＯ データレジスタ： このレジスタは、ローカルＣＰＵ によっ

てＵＳＢ 送信ＦＩＦＯ にデータを書き込むために使用されます。エンドポ

イント４からのバルクまたはアイソクロナス転送によって、ＵＳＢホストが

送信ＦＩＦＯからデータを読み出します。 

No Yes 0 

4.18  (アドレス 15h; EP4COUNT) エンドポイント 4 送信 FIFO カウントレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 送信 ＦＩＦＯ カウント：  このレジスタは、送信FIFOのデータの有効エン

トリー数を返します。値は、０（エンプティ）から ６４（フル）までです。 
Yes No 0 
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4.19 (アドレス 16h; EP4STAT) エンドポイント 4 送信 FIFO ステータスレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:6 リザーブ Yes No 0 
5 送信 ＦＩＦＯ 有効： このビットが1の場合、ホストは次の読み出しによっ

て、ＦＩＦＯ 中のデータを読み出すことができます。このビットは、ホスト

の読み出しによって自動的にクリアされます。このビットはレジスタ

FIFOCTLのビット０が1である場合のみ、使用することができます。 

Yes Yes 0 

4 送信 ＦＩＦＯ フラッシュ：  このビットに1を書き込むと送信 ＦＩＦＯ が
フラッシュされます。このビットを読み出すと、常に０が返されます。 

Yes Yes/Clr 0 

3 送信 ＦＩＦＯ オーバーフロー： 送信ＦＩＦＯ がフルの時、ローカルＣＰ

Ｕがさらに送信ＦＩＦＯ へ書き込もうとすると、このビットが1になります。

１ を書き込むとこのビットはクリアされます。 

Yes Yes/Clr 0 

2 送信 ＦＩＦＯ アンダーフロー：送信ＦＩＦＯ がエンプティの時、USBホス

トが受信ＦＩＦＯ を読み出そうとすると、このビットが1になります。１ を

書き込むとこのビットはクリアされます 

Yes Yes/Clr 0 

1 送信 ＦＩＦＯ フル： このビットが1のとき、送信ＦＩＦＯ がフルであるこ

とを示します。 
Yes No 0 

0 送信 ＦＩＦＯ エンプティ： このビットが1のとき、送信ＦＩＦＯ がエンプ

ティであることを示します。 
Yes No 1 

 

4.20 (アドレス 17h; EP4PKSZ) エンドポイント 4 最大パケットサイズレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 エンドポイント ４ 最大パケットサイズレジスタ：  このレジスタは、エン

ドポイント ４の最大パケットサイズを、８ バイト単位で（デフォルト ６４ 
バイト） 指定します。最大パケットサイズは、エンドポイント ４ デスクリ

プタを通してホストに読み出されます。 

Yes Yes 0x08 

 

4.21 (アドレス 18h; REVISION) レビジョンレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 レビジョン：このレジスタは、USBFCの現在のレビジョン番号を返します。  Yes No Current 
Revision
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4.22 (アドレス 19h; USBSTAT) USB ステータスレジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7 サスペンド制御： ＵＳＢ ホストからサスペンド要求があるとこのビットが1
になります。１ を書き込むと、このビットはクリアされ、USBFCはサスペン

ドモードに入ります。 

Yes Yes/Clr 0 

6 ＵＳＢエンドポイント４ ＳＴＡＬＬ：  エンドポイント４がストールされて

いた（ＤＣＴＬレジスタのビット４が1のとき）ため、前回のUSB IN トーク

ンに対してSTALLを返したことを示します。１ を書き込むとこのビットはク

リアされます。  

Yes Yes/Clr 0 

5 ＵＳＢ エンドポイント ４ ＮＡＫ：  ホストから最後に送信された ＵＳＢ 
パケット （ＩＮ パケット）に対して、ＦＩＦＯアンダーランのため、 ＮＡ

Ｋを返したことを示します。１ を書き込むとこのビットはクリアされます。 

Yes Yes/Clr 0 

4 ＵＳＢ エンドポイント ４ ＡＣＫ： ホストから最後に送信された ＵＳＢ 
パケット （ＩＮ パケット）に対するデータ転送が成功し、ＵＳＢ ホストか

らＡＣＫが返されたことを示します。１ を書き込むとこのビットはクリアさ

れます。 

Yes Yes/Clr 0 

3 ＵＳＢ エンドポイント 3 ＳＴＡＬＬ： エンドポイント３がストールされて

いた（ＤＣＴＬレジスタのビット３が1のとき）ため、ホストから最後に送信

された ＵＳＢパケット （ＯＵＴパケット）を受信することができず、 
STALLを返したことを示します。１ を書き込むとこのビットはクリアされま

す。 

Yes Yes/Clr 0 

2 ＵＳＢ エンドポイント ３ ＮＡＫ：  ホストから最後に送信された ＵＳＢ

パケット （ＯＵＴパケット）に対するデータを受け入れることができなかっ

たので、NAKを返したことを示します。受信データが破損していたというこ

とを意味するのでローカル ＣＰＵ はＦＩＦＯ をフラッシュします。１ を
書き込むとこのビットはクリアされます。 

Yes Yes/Clr 0 

1 ＵＳＢ エンドポイント ３ ＡＣＫ：  ホストから最後に送信された ＵＳＢ 
パケット （ＯＵＴ パケット）に対するデータ転送が成功し、ＵＳＢ ホスト

にＡＣＫを返したことを示します。１ を書き込むとこのビットはクリアされ

ます。 

Yes Yes/Clr 0 

0 エンドポイント ２ 有効： ８－バイトエンドポイント ２ メールボックスレ

ジスタが、ローカル ＣＰＵ によって書き込まれましたが、ＵＳＢ ホストに

はまだ読み出されていない場合に、このビットが1になります。このビットが

1である間は、ローカル ＣＰＵ は送信メールボックスレジスタに書き込みを

行ってはいけません。 

Yes Yes 0 

 

4.23 (アドレス 1Ah; FRAMEMSB) フレームカウンタ MSB レジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:3 リザーブ Yes No 0 
2:0 フレームカウンタＭＳＢ： このレジスタは，最新のstart-of-frameパケット

のフレームカウンタの値の上位ビットを含みます。 
Yes No 0 

 
 

4.24 (アドレス 1Bh; FRAMELSB) フレームカウンタ LSB レジスタ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 フレームカウンタＬＳＢ：  このレジスタは，最新のstart-of-frameパケッ

トのフレームカウンタの値の下位ビットを含みます。 
Yes No 0 

 

EPSON 
 

23



ユーザーズマニュアル USB ファンクション コントローラ 

4.25 (アドレス 1Ch; EXTIDX) 拡張レジスタインデックス 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 拡張レジスタインデックス：  EXDATAポートに対する読み出し／書き込みを

おこなうときにアクセスされる拡張データレジスタを選択します。 
Yes Yes 0 

 

4.26 (アドレス 1Dh; EXTDATA) 拡張レジスタデータ 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 拡張データ： このポートによって，拡張データレジスタの１つにアクセスす

ることができます。レジスタのインデックスは，EXTIDX レジスタで保持され

ます。  

See 
Below 

See 
Below

See 
Below 

 

4.26.1 (アドレス 1Dh, インデックス 00h; VIDMSB) ベンダー ID MSB 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 ベンダーID MSB： このレジスタは、“Get Device Descriptor”リクエスト

によって読み出されるベンダーIDの上位バイトです。 
Yes Yes 0x04 

 

4.26.2 (アドレス 1Dh, インデックス 01h; VIDLSB) ベンダー ID LSB 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 ベンダー ID LSB： このレジスタは、“Get Device Descriptor”リクエスト

によって読み出されるベンダーIDの下位バイトです。 
Yes Yes 0xB8 

 

4.26.3 (アドレス 1Dh, インデックス 02h; PIDMSB) プロダクト ID MSB 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 プロダクト ID MSB： このレジスタは、“Get Device Descriptor”リクエス

トによって読み出されるプロダクトIDの上位バイトです。 
Yes Yes 0x88 

 

4.26.4 (アドレス 1Dh, インデックス 03h; PIDLSB) プロダクト ID LSB 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 プロダクトID LSB： このレジスタは、“Get Device Descriptor”リクエス

トによって読み出されるプロダクトIDの下位バイトです。 
Yes Yes 0x21 

 

4.26.5 (アドレス 1Dh, インデックス 04h; RELMSB) リリース番号 MSB 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 リリース番号 MSB： このレジスタは、“Get Device Descriptor”リクエス

トによって読み出されるリリース番号の上位バイトです。 
Yes Yes 0x01 
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4.26.6 (アドレス1Dh, インデックス 05h; RELLSB) リリース番号 LSB 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 リリース番号 LSB： このレジスタは、“Get Device Descriptor”リクエス

トによって読み出されるリリース番号の下位バイトです。 
Yes Yes 0x00 

 

4.26.7 (アドレス 1Dh, インデックス 06h; RCVAFTH) 受信FIFOオールモストフル スレショルド 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:6 リザーブ Yes No 0x00 
5:0 受信FIFOオールモストフル スレショルド： このレジスタによって，受信Ｆ

ＩＦＯ オールモストフル ステータスビットが1になるためのスレショルド

値を決定します。 

Yes Yes 0x3C 

 

4.26.8 (アドレス1Dh, インデックス 07h; XMTAETH) 送信FIFOオールモストエンプティ スレショ

ルド 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:6 リザーブ Yes No 0x00 
5:0 送信FIFOオールモストエンプティ スレショルド： このレジスタによって，

送信ＦＩＦＯ オールモストエンプティ ステータスビットが1になるための

スレショルド値を決定します。 

Yes Yes 0x04 

 

4.26.9 (アドレス 1Dh, インデックス 08h; USBCTL) USB コントロール 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:1 リザーブ Yes No 0x00 
0 USB ストリングイネーブル： このビットが１の場合、ベンダーIDとプロダク

トIDストリングデスクリプタをホストへ返すことができます。このビットが

クリアされると，デバイスデスクリプタのストリングインデックス値が 0 
に設定されます。また、ストリングデスクリプタの読み出しに対してはSTALL
が返されます。 

Yes Yes 0x1 

 

4.26.10 (アドレス 1Dh, インデックス 09h; MAXPWR) 最大電力消費 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:0 最大電流： ＵＳＢポートから周辺機器に流入する電流量を，２mAの倍数で

表します。USBFCは，コンフィグレーションデスクリプタでホストコントロ

ーラにこの値を報告します。デフォルト値は，500 mA(0xFA＊2mA)です。

Yes Yes 0xFA 
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4.26.11 (アドレス 1Dh, インデックス 0Ah; PKTCTL) パケット制御 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7 EP4 データトグルビット： USBホストからエンドポイント4への次のINトーク

ンに対する応答を送る場合に送信される予定のデータトグルビットの値で

す。 

Yes Yes 0x0 / 0x1 
(Toggle)

6 EP3 データトグルビット： USBホストからエンドポイント3への次のデータパ

ケットのデータトグルビットの予期される値です。 
Yes Yes 0x0 / 0x1 

(Toggle)
5 EP2 データトグルビット： USBホストからエンドポイント２への次のINトー

クンに対する応答を送る場合に送信される予定のデータトグルビットの値で

す。 

Yes Yes 0x0 / 0x1 
(Toggle)

4 EP1データトグルビット： USBホストからエンドポイント１への次のデータパ

ケットのデータトグルビットの予期される値です。 
Yes Yes 0x0 / 0x1 

(Toggle)
3 EP4データトグルモード：このビットが１の場合、EP4からのUSB転送の終わ

りで、データトグルビットを0にしてリセットします。このビットが０の場合

は、データトグルビットは、リセットされずに、トグルします。 

Yes Yes  0x0 

2 EP3データトグルモード： このビットが１の場合、EP3へのUSB転送の終わり

で、データトグルビットを0にしてリセットします。このビットが０の場合は、

データトグルビットは、リセットされずに、トグルします。 

Yes Yes 0x0 

1 リザーブ Yes No 0x0 
0 EP1 データトグルモード： このビットが１の場合、EP1へのUSB転送の終わ

りで、データトグルビットを0にしてリセットします。このビットが０の場合

は、データトグルビットは、リセットされずに、トグルします。 

Yes Yes 0x0 

 

4.26.12 (アドレス1Dh, インデックス 0Bh; LOCALCTL) ローカル側制御 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:1 リザーブ Yes No 0x00 
0 ローカルクロック出力：  このビットは、LCLK端子の出力を制御します。 

 ０： CLKIN 信号からの 48 MHz クロック 

 １： USBビットストリームから抽出された12 MHz クロック 

       （テスト目的のため） 

Yes Yes 0x0 

 

4.26.13 (アドレス 1Dh、 インデックス0Ch; FIFOCTL) FIFO 制御 

 
ビット 

 
説  明 

 
リード 

 
ライト 

デフォル

ト値 

7:1 リザーブ Yes No 0x00 
0 送信 FIFO 有効モード：  このビットが１の場合、FIFO有効ビットが （レジ

スタEP4STAT）に１が書き込まれない限り、ホストの送信FIFO（EP4）からの

読み出し要求にNAK応答を行います。このビットが０の場合、送信FIFO中のデ

ータはホストの読み出し要求に直ちに応じて送信されます。FIFO有効ビット

は無視されます。 

Yes Yes 0x0 
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5. 標準デバイスリクエスト 

5.1 コントロール`IN`トランザクション 

5.1.1 Get Device Status 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 2 ビット 15:2 = リザーブ 

ビット 1 = デバイスリモートウェークアップ可

能 

ビット 0 = デバイスが自己パワーモードで動作

する (PWRGOOD_ 入力端子によって決まります) 

0x0001 

5.1.2 Get Interface Status 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 2 ビット 15:0 = リザーブ 0x0000 

5.1.3 Get Endpoint 0, 1, 2, 3, 4 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 2 ビット 15:1 =リザーブ 

bit 0 = エンドポイントがSTALLされている 
0x0000 

5.1.4 Get Device Descriptor (18 Bytes) 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 1 長さ 0x12 
1 1 タイプ (デバイス) 0x01 
2 2 USB 仕様リリース番号 0x0100 
4 1 クラスコード 0x00 
5 1 サブクラスコード 0x00 
6 1 プロトコル 0x00 
7 1 エンドポイント0の最大パケットサイズ 0x08 
8 2 ベンダーID ローカルレジスタで決定 

VIDMSB、 VIDLSB 

10 2 プロダクト ID ローカルレジスタで決定

PIDMSB、 PIDLSB 

12 2 デバイスリリース番号 ローカルレジスタで決定

PIDMSB、 PIDLSB 

14 1 製造者を記述するストリングデスクリプタのイ

ンデックス 

0x01 

15 1 プロダクトを記述するストリングデスクリプタ

のインデックス 

0x02 

16 1 シリアル番号を記述するストリングデスクリプ

タのインデックス 

0x00 

17 1 コンフィグレーションの数 0x01 
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5.1.5 Get Configuration Descriptor (46 Bytes) 
インタフェースデスクリプタとエンドポイントデスクリプタはは、Get Configuration Descriptorによ

って、コンフィグレーションデスクリプタと一緒に返されるということに注意してください。 
 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

コンフィグレーション デスクリプタ 
0 1 長さ 0x09 
1 1 タイプ（コンフィグレーション） 0x02 
2 2 本デスクリプタに関して返されるデータの長さ 0x002E 
4 1 インタフェース数 0x01 
5 1 本コンフィグレーションの番号 0x01 
6 1 このコンフィグレーションを記述するストリングデスク

リプタのインデックス 
0x00 

7 1 属性 
bit 7 = バスパワー (BUSPWR_ 入力端子による) 
bit 6 = 自己パワー (BUSPWR_ 入力端子による) 
bit 5 = リモートウェークアップ 
bits 4:0 = リザーブ 

0x60 (自己パワー) 
0xA0 (バスパワー) 

8 1 必要USB パワーの最大値 (2 mA 単位で) 
(BUSPWR_ 入力端子による) 

0x32 (自己パワー) 
0xFA (バスパワー) 

インターフェース０ デスクリプタ 
0 1 このデスクリプタのサイズ（バイト） 0x09 
1 1 デスクリプタ タイプ (インタフェース) 0x04 
2 1 このインタフェースの番号 0x00 
3 1 オルタネート セッティング 0x00 
4 1 このインタフェースで使用されるエンドポイントの数 

（エンドポイント0以外） 

0x04 

5 1 クラスコード 0x00 
6 1 サブクラスコード 0x00 
7 1 デバイスプロトコル 0x00 
8 1 このインタフェースを記述するデスクリプタのインデッ

クス 

0x00 

エンドポイント１ デスクリプタ 

0 1 このデスクリプタのサイズ 0x07 
1 1 デスクリプタ タイプ (エンドポイント) 0x05 
2 1 エンドポイントアドレス 

ビット7 = 方向 (1 = IN、 0 = OUT) 

ビット 6:4 =リザーブ 

ビット 3:0 = エンドポイント番号 

0x01 

3 1 エンドポイント属性 

ビット 7:2 = リザーブ 

ビット 1:0 

00 = コントロール 

01 = アイソクロナス 

10 = バルク 

11 = インタラプト 

0x02 

4 2 このエンドポイントの最大パケットサイズ 0x0008 
6 1 エンドポイントをポーリングするインターバル (未使用) 0x00 
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Get Configuration Descriptor (続き) 
 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

エンドポイント２ デスクリプタ 

0 1 このデスクリプタのサイズ 0x07 
1 1 デスクリプタタイプ (エンドポイント) 0x05 
2 1 エンドポイントアドレス 

ビット 7 = 方向 (1 = IN、 0 = OUT) 

ビット 6:4 = リザーブ 

ビット 3:0 = エンドポイント番号 

0x82 

3 1 エンドポイント属性 

ビット 7:2 = リザーブ 

ビット 1:0 

00 = コントロール 

01 = アイソクロナス 

10 = バルク 

11 = インタラプト 

0x03 

4 2 このエンドポイントの最大パケットサイズ 0x0008 
6 1 エンドポイントをポーリングするインターバル ローカルレジスタで決定

EP2POLL 
エンドポイント３ デスクリプタ 

0 1 このデスクリプタのサイズ 0x07 
1 1 デスクリプタタイプ (エンドポイント) 0x05 
2 1 エンドポイントアドレス 

ビット7 = 方向 (1 = IN、 0 = OUT) 

ビット 6:4 =リザーブ 

ビット 3:0 = エンドポイント番号 

0x03 

3 1 エンドポイント属性 

ビット 7:2 = リザーブ 

ビット 1:0 

00 = コントロール 

01 = アイソクロナス 

10 = バルク 

11 = インタラプト 

バルク 0x02  
 

アイソクロナス 0x01 

4 2 バルクモード：このエンドポイントの最大パケットサイズ 

アイソクロナスモード：バス時間 
ローカルレジスタで決定

EP3PKSZ  
6 1 エンドポイントをポーリングするインターバル  バルク 0x00  

アイソクロナス 0x01 
エンドポイント４ デスクリプタ 

0 1 このデスクリプタのサイズ 0x07 
1 1 デスクリプタイプ (エンドポイント) 0x05 
2 1 エンドポイントアドレス 

ビット7 = 方向 (1 = IN、 0 = OUT) 

ビット 6:4 =リザーブ 

ビット 3:0 = エンドポイント番号 

0x84 

3 1 エンドポイント属性 

ビット 7:2 = リザーブ 

ビット 1:0 

00 = コントロール 

01 = アイソクロナス 

10 = バルク 

11 = インタラプト 

バルク 0x02  
アイソクロナス 0x01 

4 2 バルクモード：このエンドポイントの最大パケットサイズ 

アイソクロナスモード：バス時間 
ローカルレジスタで決定

EP4PKSZ  
6 1 エンドポイントをポーリングするインターバル  バルク 0x00 

アイソクロナス 0x01 
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5.1.6 Get String Descriptor 0 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 2 言語 ID (英語 = 09、 U.S. = 04) 0x0403 
0x0409 

5.1.7 Get String Descriptor 1 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 24 マニュファクチャラ デスクリプタ 0x1803 
“SEIKO EPSON” 

5.1.8 Get String Descriptor 2 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 66 プロダクト デスクリプタ 0x4203 
“USB Interface 
Controller 

TEST2.0” 

5.1.9 Get Configuration 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 1 現在のデバイスのコンフィグレーション番号を返し

ます。 
0x00 

5.1.10 Get Interface 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

0 1 指定したインタフェースの現在のオルタネート セ
ッティングを返します。 

0x00 
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5.2 コントロール‘ＯＵＴ`トランザクション 

5.2.1  Set Address 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 0 デバイスのUSBアドレスを設定します。  

値 = デバイスアドレス、 インデックス = 0 
-- 

5.2.2 Set Configuration 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 0 デバイスコンフィグレーションを設定します。 

値 = コンフィグレーション値 (0 または 1 がサポ

ートされています。) 

-- 

5.2.3 Set Interface 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 0 指定したインタフェースのオルタネート セッティ

ングを選択します。 

値 = オルタネート セッティング 

インデックス = 指定したインタフェース 

-- 

5.2.4 Device Clear Feature 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 0 選択されたDevice featureをクリアします。 

値 = feature selector 

FS = 1 --> デバイスリモートウェークアップ （デ

ィスエーブル） 

-- 

5.2.5 Device Set Feature 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 0 選択されたDevice featureをセットします。 

値 = feature selector 

FS = 1 --> デバイスリモートウェークアップ （イ

ネーブル） 

-- 

5.2.6 Endpoint 0, 1, 2, 3, 4 Clear Feature 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 0 選択されたエンドポイントのfeatureをクリアしま

す。  

値 = feature selector 

インデックス = エンドポイント番号  

FS = 0 --> エンドポイントストール (ストールビッ

トのクリア) 

-- 
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5.2.7 Endpoint 0, 1, 2, 3, 4 Set Feature  
Offset 

 
Number of  

Bytes 
Description Default Value 

-- 0 選択されたエンドポイントのfeatureをセットしま

す。  

値 = feature selector 

インデックス = エンドポイント番号  

FS = 0 --> エンドポイントストール (ストールビッ

トのセット) 

-- 

 

5.3 エンドポイント1`OUT`トランザクション (受信メールボックス) 

オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 8 ホストはバルクOUTトランザクションによって受信

メールボックスに8バイトを書き込みます｡ 
-- 

 

5.4 エンドポイント2`IN`トランザクション (送信メールボックス) 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 8 ホストは、インタラプトINトランザクションによっ

て送信メールボックスから8バイトを読み出します。

-- 

 

5.5 エンドポイント3`OUT`トランザクション (受信FIFO) 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 最大 64 ホストは、バルクまたはアイソクロナスOUTトラン

ザクションによって受信FIFOにデータを書き込みま

す。 

-- 

 

5.6 エンドポイント4`IN`トランザクション (送信FIFO) 
オフ 
セット 

バイト数 説  明 デフォルト値 

-- 最大 64 ホストは、バルクまたはアイソクロナスINトランザ

クションによって送信FIFOからデータを読み出しま

す。 

-- 
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7. タイミング 
 

7.1 ローカルバスからレジスタへの書き込み 
 
 
名 前 説  明 MIN MAX 単位 

T1 アドレス確定からライトイネーブルまで* 10  ns 
T2 ライトイネーブル*の終端からのアドレスホールド 0  ns 
T3 ライトイネーブル信号幅* 25  ns 
T4 IOW_の終端からのCS_ホールド 0  ns 
T5 データ確定からライトイネーブルの終端*まで 5  ns 
T6 IOW_の終端からのデータホールドタイム 5  ns 
T7 I/O リカバリータイム 60  ns 

 
• ライトイネーブルは IOW_ と CS_の両方がアサートされている期間のことを意味します。 
 
 
 
 
 

T1

T3 T4

T5 T6

A[4:0]

CS_

IOW_

D[7:0]

T2

T7
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7.2 レジスタからローカルバスへの読み込み 
 
 
名 前 説  明 MIN MAX 単位 

T1 アドレス確定からリードイネーブルまで* 10  ns 
T2 リードイネーブル*の終端からのアドレスホールド 0  ns 
T3 IOR_の終端からのCS_ホールド 0  ns 
T4 リードイネーブルから*からデータ確定まで  8 ns 
T5 IOR_の終端からのリードデータホールドタイム 9  ns 
T6 I/O リカバリータイム 60  ns 

 
• リードイネーブルは IOR_ と CS_の両方がアサートされている期間のことを意味します。 
 
 
 
 
 
 

T1

T3

T4 T5

A[4:0]

CS_

IOR_

D[7:0]

T2

T6
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7.3 FIFOへのDMA書き込み 
 

名 前 説  明 MIN MAX 単位 

T1 DACK_ 真からDRQ偽  58 ns 
T2 DACK_ 偽 から DRQ 真 29  ns 
T3 ライトイネーブル幅* 50  ns 
T4 IOW_の終端からDACK_ ホールド 0  ns 
T5 データ確定からライトイネーブルの終端*まで 50  ns 
T6 IOW_の終端からのデータホールドタイム 25  ns 
T7 EOT_ のパルス幅 (注意参照) 50  ns 
T8 DACK_ リカバリータイム 30  ns 
T9 DMA リカバリータイム 60  ns 

 
* ライトイネーブルは IOW_ と DACK_の両方がアサートされている期間のことを意味します。 
注意: EOT_パルスが正しく認識されるためには、EOT_、 IOW_、と DACK_ が、少なくとも T7 以上、同時に真である

必要があります。   
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T2
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T7
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7.4  FIFOからのDMA読み出し 
 
名 前 説  明 MIN MAX 単位 

T1 DACK_ 真からDRQ偽  58 ns 
T2 DACK_ 偽 から DRQ 真 29  ns 
T3 IOR_の終端からのDACK_ホールドタイム 0  ns 
T4 リードイネーブルから*からデータ確定まで  8 ns 
T5 IOW_の終端からのデータデータホールドタイム 9  ns 
T6 EOT_ のパルス幅 (注意参照) 50  ns 
T7 DACK_ リカバリータイム 30  ns 
T8 DMA リカバリータイム 60  ns 

 
* リードイネーブルは IOW_ と DACK_の両方がアサートされている期間のことを意味します。 
注意: EOT_パルスが正しく認識されるためには、EOT_、 IOW_、と DACK_ が、少なくとも T7 以上、同時に真である

必要があります。 
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T4

T3

T5

DRQ

DACK_

IOR_
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T2
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T6

T8
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EPSON 

8. テスト回路 
 
 
 
メガセル単独のテストモードの時は、図８.１のようなテスト回路設計をおこなってください。 
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図８.１ テスト回路 
 
図８.１において、発振セル(OSC8C)は参考までに入れてあります。ただし、OSC_RUNによって、

USBFCへのクロック入力を制御できるようにしてください。 
 
CLKOUT端子はテストパターンに含まれておりません。また、USBFCのLCLK_OUTはテスト項目

の対象外です。 
 
以上の回路図は、CPUが外付けの場合に、USBFCに最小限付加すべき回路の一例です。 
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